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源
氏
物
語
は
世
界
最
古
の
長
編

小
説
で
、
世
界
的
に
も
評
価
の
高
い

日
本
古
典
文
学
で
す
。
日
本
の
作
品

の
中
で
最
も
多
い
、
２
０
ヶ
国
以
上

の
言
語
で
翻
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
以
降
の
古
典
文
学
だ
け
で
な
く
、

近
代
小
説
に
も
多
大
な
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
。 

 

谷
崎
潤
一
郎
「
痴
人
の
愛
」 

 

主
人
公
河
合
讓
治
は
、
カ
フ
ェ
の

ウ
エ
イ
ト
レ
ス
で
あ
っ
た
ナ
オ
ミ

を
引
き
取
り
、
育
て
る
。
こ
れ
は
、

光
源
氏
が
紫
の
上
を
引
き
取
り
、
育

て
た
の
と
同
様
で
す
。
と
も
に
、
少

女
を
理
想
の
女
性
に
養
育
し
よ
う

と
し
た
の
で
す
。
念
願
通
り
紫
の
上

は
上
品
で
聡
明
な
美
し
い
女
性
に

成
長
し
、
光
源
氏
が
生
涯
最
も
愛
し

た
女
性
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
ナ

オ
ミ
は
常
識
を
逸
脱
し
た
妖
艶
な

女
性
へ
と
成
長
し
、
讓
治
を
も
翻
弄

し
、
彼
は
堕
ち
て
い
く
。
こ
の
作
品

以
降
、
〝
ナ
オ
ミ
〟
と
い
う
名
前
は

妖
婦
の
代
名
詞
と
な
り
ま
し
た
。 

 

谷
崎
潤
一
郎
は
源
氏
物
語
の
現
代 

源
氏
物
語
の
影
響
を
受
け
た
近
代
小
説 

  

谷
崎
潤
一
郎
「
痴
人
の
愛
」
と
志
賀
直
哉
「
暗
夜
行
路
」 
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語
訳
も
し
て
い
ま
す
。
与
謝
野
晶

子
、
円
地
文
子
ら
と
と
も
に
、
そ
の

評
価
は
高
い
。
ま
た
、
代
表
作
の
「
細

雪
」
に
も
源
氏
物
語
の
影
響
が
見
ら

れ
ま
す
。 

 

志
賀
直
哉
「
暗
夜
行
路
」 

 

光
源
氏
は
義
母
藤
壺
と
過
ち
を
犯

し
、
後
の
冷
泉
帝
を
も
う
け
る
。
そ

し
て
、
晩
年
光
源
氏
の
妻
女
三
の
宮

は
柏
木
と
過
ち
を
犯
し
、
薫
を
出
産

す
る
。
源
氏
物
語
で
は
不
義
の
子
が

因
果
応
報
の
よ
う
に
、
ス
ト
ー
リ
ー

に
密
接
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。 

「
暗
夜
行
路
」
で
は
主
人
公
時
任

謙
作
は
、
祖
父
と
母
の
不
義
の
子
で

あ
っ
た
こ
と
を
知
り
、
苦
悩
す
る
。

ま
た
、
妻
直
子
が
従
兄
と
過
ち
を
犯

し
た
こ
と
で
も
苦
悩
す
る
。
謙
作
は

鳥
取
の
大
山
に
一
人
こ
も
り
、
大
自

然
の
中
で
精
神
が
清
め
ら
れ
て
す

べ
て
を
許
す
心
境
に
達
し
ま
す
。

「
暗
夜
行
路
」
は
志
賀
直
哉
に
と
っ

て
唯
一
の
長
編
小
説
で
、
苦
悩
を
克

服
し
た
主
人
公
の
調
和
的
世
界
を

描
い
て
い
ま
す
。 

 

〈「
読
書
の
記
録
」
よ
り
〉 

【
葉
山
嘉
樹
「
セ
メ
ン
ト
樽
の
中

の
手
紙
」】 

 

葉
山
嘉
樹
「
セ
メ
ン
ト
樽
の
中

の
手
紙
」
は
労
働
者
の
悲
哀
を
描

い
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
代
表

作
で
す
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
と

は
、
大
正
時
代
か
ら
昭
和
の
初
め

頃
に
、
虐
げ
ら
れ
た
労
働
者
の
直

面
す
る
厳
し
い
現
実
を
描
い
た
も

の
で
す
。 

 

▽
「
私
の
恋
人
は
セ
メ
ン
ト
に
な

り
ま
し
た
」
と
い
う
言
葉
が
、
シ

ョ
ッ
キ
ン
グ
さ
と
現
実
味
が
あ
る

よ
う
で
な
い
感
じ
の
表
現
で
印
象

に
残
り
ま
し
た
。（
Ｍ
・
Ｋ
） 

 

▽
少
し
悲
し
い
話
で
し
た
。
で
も
、

最
後
に
、
細
君
の
大
き
な
腹
の
中

に
七
人
目
の
子
供
を
見
た
と
い
う

の
は
、
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。（
Ｓ
・
Ｍ
） 

 
▽
恋
人
が
セ
メ
ン
ト
と
一
緒
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
、
と
て
も

衝
撃
的
な
話
で
し
た
が
、
そ
の
中

で
恋
人
の
手
紙
が
あ
り
、
そ
の
内

容
が
衝
撃
的
な
も
の
か
ら
、
少
し

悲
し
い
話
へ
と
変
え
て
い
る
よ
う

に
思
え
ま
し
た
。（
Ｋ
・
Ｍ
） 

 

▽
最
初
の
ほ
う
は
本
当
に
意
味
が

わ
か
ら
な
く
て
、
鼻
く
そ
を
取
り

出
す
話
か
と
思
い
ま
し
た
。
最
後

ま
で
読
ん
で
み
て
も
、
難
し
く
て

な
ん
と
な
く
し
か
わ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。（
Ｍ
・
Ｈ
） 

 

 

▽
映
像
で
見
る
よ
り
も
、
文
だ
か

ら
こ
そ
自
分
で
想
像
す
る
方
が
、

と
て
も
恐
い
な
と
思
っ
た
。
そ
ん

な
処
に
使
わ
な
い
で
と
言
っ
た
直

後
、
ど
ん
な
処
に
で
も
使
っ
て
く

だ
さ
い
と
言
っ
た
こ
と
か
ら
、
感

情
が
揺
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

た
。（
Ａ
・
Ｏ
） 

 
⁑
 
⁑
 
⁑
 

 

❐ 

ク
ラ
ス
文
庫
よ
り 

❐ 

 

「
ス
ロ
ー
カ
ー
ブ
を
、
も
う
一
球
」 

 

 

 

山
際
淳
司 

  

名
勝
負
に
は
感
動
す
る
。
そ
し

て
、
名
勝
負
の
裏
に
は
必
ず
ド
ラ

マ
が
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
の
珠
玉
。 

８
編
の
中
で
一
番
有
名
な
の

が
、「
江
夏
の
２
１
球
」。
―
―
１

９
７
９
年
近
鉄
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
対

広
島
カ
ー
プ
の
日
本
シ
リ
ー
ズ
。

３
勝
３
敗
で
迎
え
た
第
７
戦
、
９

回
裏
４
―
３
で
広
島
リ
ー
ド
。
ワ

ン
・
ア
ウ
ト
・
フ
ル
ベ
ー
ス
で
近

鉄
逆
転
の
チ
ャ
ン
ス
。
こ
の
場
面

で
江
夏
が
ス
ク
イ
ズ
を
外
し
た
一 

球
は
あ
ま
り
に
有
名
。
駆
け
引
き

が
す
ご
い
。
是
非
一
読
あ
れ
。 

野
球
だ
け
で
な
く
、
ボ
ー
ト
、

ボ
ク
シ
ン
グ
、
ス
カ
ッ
シ
ュ
、
棒

高
跳
の
話
も
あ
り
ま
す
。 

 《
冒
頭
と
結
び
》 

  

近
鉄
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
の
石
渡
茂

選
手
は
、
今
で
も
ま
だ
そ
ん
な
は

、
、
、
、

ず
が
な
い

、
、
、
、
と
思
っ
て
い
る
。 

 

（
中
略
） 

 

そ
の
直
後
、
江
夏
は
ベ
ン
チ
に
戻

り
、
う
ず
く
ま
っ
て
涙
を
流
し
た

と
い
う
。 

 

ク
ラ
ス
文
庫
、
１
冊
追
加 

 

岩
崎
夏
海
「
も
し
高
校
野
球
の
女

子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
ド
ラ
ッ
カ

ー
の
『
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
を
読

ん
だ
ら
」 

 

✐
✐
✐
後
記
✎
✎
✎ 

  

私
の
故
郷
足
助
の
香
嵐
渓
の
モ

ミ
ジ
が
４
割
程
伐
採
さ
れ
る
ら
し

い
。
老
化
と
過
密
化
の
為
、
モ
ミ

ジ
の
色
づ
き
が
悪
く
な
っ
て
い
る

か
ら
だ
。
小
学
生
の
頃
は
毎
年
香

嵐
渓
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最

近
は
交
通
渋
滞
が
嫌
で
訪
れ
て
い

ま
せ
ん
。
近
年
、
中
馬
の
お
ひ
な

さ
ん
、
カ
タ
ク
リ
の
花
も
有
名
に

な
り
ま
し
た
。
中
馬
街
道
の
古
い

町
並
み
と
共
に
、
自
然
豊
か
な
香

嵐
渓
が
末
永
く
心
癒
や
す
場
所
と

し
て
残
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。 
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書 
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